
住み良い街は官民連携でつくる

北九州市産業経済局商業・サービス産業政策課
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１ 北九州市の概要

２ 北九州市の
リノベーションまちづくり

３ 数々のリノベ物件が誕生



■日本列島の西端、九州の最北端に位置 ⇒ アジアのゲートウェイ
■産業集積と技術力を誇るモノづくりのまち ⇒ 鉄鋼、化学、機械、窯業、ＩＣ等
■豊かな自然に恵まれたまち ⇒ 210kmの海岸線、市域約40％が森林

北九州市の概要
～地理的優位性、恵まれた自然～

関門海峡・交通の結節点
～昭和38年に五市対等合併により誕生～
（五大市に次ぐ全国６番目の政令市）

北九州市 基礎データ
・面 積：489.60km2

・人 口：958,015人
・世帯数：427,597世帯

（平成28年6月１日現在）

北九州市の概要
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
北九州市の概要　～地理的優位性、恵まれた自然～　●北九州市は、日本の西端に位置し、人口約９７万人を有する産業都市。    昭和３８年に旧五市の対等合併により、全国で６番目の政令指定都市として　 誕生した。●成長著しいアジアと距離的に近く、本州と九州の結節点に位置し、各方面との   交通アクセスにも優れている。●その一方、約２１０ｋｍの海岸線を有し、市域約４０％が森林を占めるなど、　 豊かな自然にも恵まれ、恵まれた自然を活かし農林水産業も盛んに行われて　 いる。■　９月　１日現在の推計人口：９６３，３３７人　　　　　　　　　　　　　　世帯数：４２８，８６７世帯



公害克服
～世界に認められた環境の取組み～
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1960年代

「七色の煙」に覆われた空

現 在

澄み渡った青空

大腸菌も棲めない死の海 よみがえった洞海湾 6



Ｇ７北九州エネルギー大臣会合 開催
～「グローバル成長を支えるエネルギー安全保障のための北九州イニシアティブ」を採択～
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北九州スタジアム（H29.3供用開始）

◆入場可能数：15,000人収容可能
（将来的に20,000人まで拡張可能）

◆事業費：約99億円
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北九州市の
リノベーション
まちづくり
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・リフォームが新築時の目論みに近づくよう
に復元することに対して、新築時とは違う
次元に改修すること。

◎リノベーション

・建築物の用途や機能を変更・更新し、
性能を向上させる行為。

・必ずしも「既存の建物に大規模な改修工事
を行うこと（wikipedia他）」ではない。
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◎リノベーションまちづくり

中心市街地にある遊休不動産をリノ
ベーションの手法を用いて再生する
ことで、
・まちの産業振興
・雇用創出
・コミュニティ再生
・エリア価値の向上
などを図る取組みこと。
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◎家守
・江戸時代、地主に代わって長屋などを管理
した職業の呼び名。

・店子に慕われ尊敬されると同時に、店子が
持ち込む様々な相談に乗り、庶民の暮らし
を助ける存在だった。

・現代版家守は、行政・地域住民等と連携し
空室が目立つビルの店子集めや事業支援を
行い、地元の商店や企業との交流を手助け
する等、まちを再生に取り組む者をいう。
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History   リノベーションまちづくり
平成２２年（２０１０）

７月～ 小倉家守構想検討委員会
１０月、１１月 小倉家守講座

平成２３年（２０１１）
３月 小倉家守構想策定

リノベーションシンポジウムin北九州
６月 「メルカート三番街」オープン
８月 第１回リノベーションスクール＠北九州

平成２４年（２０１２）
２月 第２回リノベーションスクール＠北九州
４月 北九州リノベーションまちづくり推進協議会設立

株式会社北九州家守舎設立
８月 第３回リノベーションスクール＠北九州
９月 「サンリオ小倉ビル」オープン

１０月 「ＭＩＫＡＧＥ１８８１」オープン
１１月 うおまちのにわ「三木屋」オープン

平成２５年（２０１３）
３月 第４回リノベーションスクール＠北九州
８月 第５回リノベーションスクール＠北九州

１０月 北九州家守舎が平成25年度土地活用モデル大賞審査委員長賞受賞 16



History   リノベーションまちづくり
平成２６年（２０１４）

３月 第６回リノベーションスクール＠北九州
５月 リノベーションまちづくり事業を全国展開
６月 平成２６年版土地白書に掲載
６月 「ビッコロ三番街」オープン
６月 北九州家守舎がまちづくり法人国土交通大臣賞受賞
７月 北九州市と北九州家守舎、公民連携事業機構、

アフタヌーンソサエティが連携協定を締結
８月 第７回リノベーションスクール＠北九州

１０月 「クッチーナ・ディ・トリヨン」オープン
平成２７年（２０１５）

２月 第８回リノベーションスクール＠北九州
８月 第９回リノベーションスクール＠北九州
９月 「タンガテーブル」オープン

平成２８年（２０１６）
３月 第10回リノベーションスクール＠北九州
５月 「comichiかわらぐち」オープン
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１ まち（エリア）の課題の整理
２ 都市政策『小倉家守構想』の策定
３ パブリックマインドを持つ不動産オーナー

・家守（民間の担い手）の育成・発掘
４ 官民が情報交換できる場・人材育成の場の

構築
５ 民間が自走しやすい仕組みづくり
６ 行政のワンストップ化（組織横断的対応）

行政がやってきたこと
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北九州市の人口の推移
昭和54年の1,068,415人をピークに減少が続く
平成17年に100万人を割り込み、平成26年９月では
963,337人となる（福岡市 1,518,440人）
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小倉中心市街地のオフィス空室率

東京・大阪・福岡・北九州（小倉中心市街地）の平均空室率の推移比較

リーマンショック

空店舗の増加
テナント撤退

地域雇用の

受け皿のサー

ビス業の撤退

にぎわいの

減少

～ 負のスパイラル ～ 20

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
小倉中心市街地では、商店街の空き店舗の増加、テナントの撤退、事業所の福岡市への流出、就業人口の減少、施設の老朽化等の影響により、賑わいや活力が減少している。（特に、平成20年9月のﾘｰﾏﾝ・ｼｮｯｸ以降、事業所の閉鎖や統合の動きが加速）
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小倉家守構想検討委員会
開催経過 第1回 平成22年7月28日

第2回 平成22年9月28日
第3回 平成22年11月29日
第4回 平成23年1月14日

委 員 ・商店街組合、まちづくり関係者
（14名） ・学識経験者

・行政関係課
（産業経済局商業振興課・誘致課・
新産業振興課
建築都市局都心・副都心開発室、
小倉北区役所まちづくり推進課）
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小倉家守構想
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小倉家守構想 2011 概要① ～北九州リ・イノベーション～

このコンセプトは、１００年前から日本の製造業をリードするイ
ノベーションがこの地で行われてきたことに根ざしている。時代は
変わり、製造業とは異なるより生活に密着したジャンルでイノベー
ションを行って行くことが必要になっている。

目指すものは、まちの中に点在する遊休不動産の再生と、その中
身となるコンテンツの創造・更新のイノベイティブな実行である。

小倉家守構想は、経済活動、都市活動の停滞の末、増え続けている小
倉都心部の遊休不動産や公園・広場などの都市施設をどんどん活用し、
その空間を楽しく、心地よく、活気ある空間にリノベーションする。そ
して、そこに面白い人と様々な新しいまちのコンテンツを集積させるこ
とにより、小倉の中心部のまちを雇用創出エンジンに変えようとする試
みである。

＜挽回策＞

住んで楽しく、稼いで楽しい、都市型産業が
ぎっしり詰まった“日本版コンパクトシティ”
を目指す
・業種･業態転換、起業支援
・採算ぎりぎりで維持している店舗・企業等の

テコ入れ黒字化
・遊休不動産活用、不動産事業の採算性向上
・中小企業を中堅企業化
・中堅企業を大企業化
・本社誘致（工場誘致でなく）

☆小倉の中心市街地の経済活動停滞原因の大元に迫る

中心市街地の商業活動の衰退原因を表面的になぞることでは、根本的な問
題解決にならない。本構想では、商業活動が衰退する原因の基となってい
る産業の疲弊という現象に着目し、これを解決することを目指す。

・大規模製造業の本社機能の転出
・大企業支店の転出
・良い所得階層の転出
・生産年齢人口の減少

これらが根本原因となって
・中心市街地の経済活動の停滞
→ 遊休不動産の増加
→ 店舗だけでなくオフィスビ

ルにも大量の空きビルが発生

北九州リ・イノベーション

☆やれることからすぐに始める

Hop 空きビル、遊休資産を活用し、小、中、大まで

多様なプロジェクトを並行して進めていく。

Step すると、まちに変化が少しずつ現れてくる。

Jump そして、まち全体の魅力が高まっていく。

スモール
エリア

空き物件 地域資源
人

チーム

☆北九州 リ・イノベーションプロジェクツ２０１１
・KTQリノベーションスクールの創設
・リーディングプロジェクツの立上げ
・持続的な人材輩出、連続的なプロジェクトの創造

☆リード役と施策化
・小倉家守構想づくりは北九州市がリード役
・実際のプロジェクトは、民間が手を挙げ、これを北九州市がサポート

（ex：社会実験として助成金を獲得 etc.）
・民間主導の公民連携する方式を主体とし、多種多様なプロジェクトを

同時並行で進める

☆エリア・産業クラスター・コミュニティのイメージ

－小倉の中心部らしいエリア、産業とコミュニティづくりを目指す－

エリアイメージ 産業クラスタイメージ コミュニティ再生

ゴチャゴチャの
ままを保ち、ス
モールエリアご
とにキャラク
ターをはっきり
させる

ユニーク、雑多、かつ先端的な
産業クラスターをプロデュース
する仕組みを構築する。
>新しいサービス産業の集積
>サブカルチャー関連産業の集積
>医療・介護関連産業の集積
>Ecoなライフスタイル

多様でエネル
ギッシュかつ世
代間が交流する
ソーシャルネッ
トワークを作り
上げる

遊休不動産活用 Ｘ 質の高い雇用創出
＝ 産業振興・コミュニティ再生

テーマ

コンセプト



テーマとコンセプト

ＫＴＱ Re Innovation

北九州 ﾘ･ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
小倉家守構想のコンセプトは、“北九州リ・イノベーション”とした。 それは、１００年前から

日本の製造業をリードするイノベーションがこの地で行われてきたことに根ざしている。

時代は変わり、製造業とは異なるジャンル、より生活に密着したジャンルでイノベーションを
行ってゆくことが必要になっている。まちの中に点在する遊休不動産再生とその中身となる
コンテンツの創造・更新をイノベイティブに実行することが、小倉家守構想の考え方である。

遊休不動産活用 Ｘ 質の高い雇用創出
＝ 産業振興・コミュニティ再生

テーマ

コンセプト
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やれることからすぐに始める

空きビル、遊休資産を活用し、小、中、大まで

多様なプロジェクトを並行して進めていく。

すると、まちに変化が少しずつ現れてくる。

そして、まち全体の魅力が高まっていく。

スモール
エリア

空き物件 地域資源
人

チーム
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動的に考え実行するプロセスをつくる

• 知行合一（真に知ることは必ず実行を伴う。知と行とは表裏一体）を目指す
知行合一するには、高い志と、したたかなソロバンが必要

• 建物を新築することよりも既存の建物をリノベーションして活用する
老朽化した空きビル、空き家、空き店舗を、オシャレに、快適にリノベーション
都市中心部の建物を環境改善する

• 同時に、建築学科を卒業しても就職先のない建築家を目指す若者たちの
雇用対策、失業対策を（ほとんど公共の支出なしで）成し遂げる

環境改善と雇用創出の同時実現

空きビル
空き店舗
空き家
空き地
低利用の公園
など

不動産オーナー
（民間/公共）

リノベーション
スクール

クリエイター
と学生たち
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小倉家守構想対象エリア
（80ha）

中心市街地活性化基本計画
対象エリア（380ha）

小倉家守構想対象エリア
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小倉家守構想対象エリア
◎事業対象エリア
小倉中心市街地のビジネス
地区を中心にしたエリア

区域面積：約８０ha

歓楽街
商業地区
ビジネス地区

主なオフィスビル(エリア内６０棟)

◎実際には、さらにスモール
エリア（200m×200m）に
て展開
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北九州リノベーション
まちづくり推進協議会

【産学官連携の任意団体】
・リノベーションスクールの開催
・都市型ビジネスの集積とコミュニティの再生
・産学官の連携によるネットワークの構築 等

【主な構成員】
・まちづくり事業者（商店街関係者、家守等）
・不動産事業者
・学識経験者
・行政
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リノベーションスクール

・題材は市内に実在する遊休不動産。
・３泊４日の集中講座で、受講生を８～１０人のユニットにグループに分け。

・最終日に公開の場で、事業化を前提として、物件オーナーへプレゼンテーション
を行う。

＊ユニットには、ユニットマスター（全国のリノベーション先駆者）と呼ばれる講
師を配置し、ユニットワークの手助けを行う。

実際の遊休不動産を対象とした、四日間の極めて実践的なカリキュラム
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総計

750
人超

ﾘﾉﾍﾞｰｼｮﾝｽｸｰﾙ
受講生
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リノベーションスクールから見えてきた課題

最終プレゼンから事業化までの壁
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立ち上がった民間自立型家守会社
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行政の支援
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北九州市新成長戦略

「北九州市新成長戦略」は、
北九州市の基本構想・基本計画
である「元気発進！北九州」
プランの産業面の取り組みを推
進する基本戦略（分野別計画）
として、平成25年3月に策定さ
れた。

40



「北九州市新成長戦略」の中で、
“リノベーションの推進”を掲げる！

【街なかのにぎわいづくり及び中心市街地活性化】
街なかのオフィスビルや空き店舗へのテナント誘致を図ると
ともに、古いオフィスビルのリノベーションを行い、誰もが
起業しやすい環境を整えることで、雇用の拡大を図ります。
そういった取り組みを通じて、街なかの魅力を高め、にぎわ
いの創出と商業振興を図ります。

【空き家を活用したビジネスモデルの構築】
関門海峡の素晴らしい景色を堪能できる門司港や、斜面地な
どの空き家をリノベーションし、週末のシェアハウス、喫茶
店、雑貨屋などとして活用できるビジネスモデルを不動産会
社や関係事業者とともに構築し、市内外へ展開を図ります。

41



行政のワンストップ化（組織横断的対応）

民
間
（
家
守
会
社
な
ど
）

産
業
経
済
局
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
政
策
課

建築物確認審査等
建築都市局
建築審査課

公共建築物関係 企画調整局
都市マネジメント政策部

飲食・旅館業関係 保健所

問
合
せ

消防設備検査等
消防局
指導課
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成果と実績
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トリヨン

ＢＡＲＥ（アタゴ書店）

早水ビル（オーナー実施）

タンガテーブル
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【リノベーション物件：ポポラート三番街】

【場所】
中屋ビル（小倉北区魚町3-3-20）2階
約390㎡（120坪）

【コンセプト】
北九州市内及びその周辺に居住する
服飾・アクセサリー・クラフト・アートなどの
作家の作品を販売するショップスペースなど

【フロア構成】
ショップスペース １２店舗
専用工房 ７室
集合工房 １室

【入居状況】
フロア全体で、
７０名程度が入居

45

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・　例えば、　　この事例ですが、ポポラート三番街といいます。・　もともと服飾の店　兼　事務所が入居していましたが、　　北九州から撤退し、3年間　空室になっていました。・　この場所を３～5坪程度に19区画に小分けし、４０代の女性が中心となった　　服飾、アクセサリーなどの起業志望の作家の工房兼、展示販売する　　スモールショップとして生まれ変わりました。・　ここには約６０名の起業家の人たちが入居しています。



【リノベーション物件：MIKAGE１８８１】

【場所】
松永ビル（小倉北区魚町2-1-7）5階
約200㎡（60坪）

【コンセプト】
スモールオフィスやシェアデスク、会議室
コミュニケーションラウンジを備えたワーキングスペース
第2回リノベーションスクール＠北九州 対象物件

【フロア構成】
スモールオフィス 7室
シェアデスク 12席
コミュニケーションラウンジ 1机

【入居状況】
スモールオフィス7室入居
シェアデスク2席使用

【管理運営】
㈱北九州家守舎

46

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・　ここは、ＭＩＫＡＧＥ　１８８１というところです。・　懐石料理を提供していた飲食チェーン店が入居していましたが、撤退　　し、１０年間空室でした。・　街なかに立地していますが、　　ビルの５Ｆというあまり良くない条件のなか、　　ＩＴ起業家が集まる７室のシェアオフィスに生まれ変わり、１２名の起業家が　　入居しています。・　この２つの事例は、起業・創業しやすい環境を「街なか」に提供して、　　そこで、「新しいコト」を興そうと考えている、新しい人を呼び込んでいる　　ケースです。・　ここの周辺のテナント面積は平均４０坪以上となっていますが、　　小分けしていくことで、資金は脆弱だけども、　　事業意欲は高い、　　そういう人たちに事業機会を与えるといった、　　まさに、商業・サービス業のインキュベート施設となっています。　　　　



【リノベーション物件：うおまちのにわ「三木屋」】

【場所】
三木屋ビル（小倉北区魚町3-2-5）

【コンセプト】
魚町の街中には人知れずこんなに素敵な場所が
残されていた。魚町の魅力をもっと知ろう。
『魚町の中庭』プロジェクト。

【概要】
既存建物建築年 昭和２４年
初期構想 第２回リノベーションスクール
事業企画・リノベーション企画 ㈱北九州家守舎
デザイン監修 ㈱ブルースタジオ
用途 カフェ・レンタルスペース

【管理運営】
三木屋

47

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・　それから、　　これは、２０年間廃屋になっていた商店の裏にある民家を　　今流行の古民家風のカフェにリノベーションしました。



【リノベーション物件：クッチーナ・ディ・トリヨン】

【場所】
小倉北区魚町３－３－９

【コンセプト】
平成24年12月に火災にあい、空地になっていた場所

を再生し、イタリアンバー「クッチーナ・ディ・トリヨン」を
開店。

【概要】
コンテナをキッチンにリノベーション。
ウッドデッキは、北九州市と環境モデル都市の
連携協定を締結した熊本県小国町から提供。

初期構想 第４回リノベーションスクール
土地の所有 個人
土地の賃貸借契約 魚町サンロード商店街協同組合
土地のコンテナ設置 鳥町ストリートアライアンス

【管理運営】
㈱北九州家守舎

48

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・　これは２年前火事になった商店街の空き地に、海洋コンテナを持ってきて、　　オープンテラスのイタリアレストランを開店しました。



かつて、松本清張が通ったと言われる古書店

【リノベーション物件：アタゴアパートメント】

１階 古書店
上階 住居

１階 バー
２階 美容室
３階 スポーツジム
屋上 ワインバー
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・　これは古本屋だったところを、お洒落な「立ち飲みワインバー」に　　リノベーションした事例です。



【リノベーション物件：TangaTable】

50

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・　これは古本屋だったところを、お洒落な「立ち飲みワインバー」に　　リノベーションした事例です。



『育児もできる、仕事もできる』
空き家をママの創業の場に

【リノベーション物件：comichiかわらぐち】

＜物件概要＞
築約50年の2階建住居兼店舗。
延床面積 365㎡
11室の長屋、現在9室が入居

51

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・　これは古本屋だったところを、お洒落な「立ち飲みワインバー」に　　リノベーションした事例です。



【リノベーションまちづくりと商店街の取組みと国家戦略特区の活用】

【リノベーションまちづくり】
○重点エリアに認定。

複数のリノベーション物件の誕生

【商店街の取組み】
○アーケードの撤去
○道路の改装（市が実施）

【特区：
エリアマネジメントの民間開放】

○重点エリアに認定。
複数のリノベーション物件の誕生

52
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【大きく変わった魚町サンロード商店街】

鳥町夜市：開放された公共空間アーケードの撤去と路面改装
53



◆ 起業（創業）しやすい環境を提供
高額な初期投資が必要ではない！！
【例】：北九州市小倉北区魚町

平均面積 約４０坪（家賃は１万円／坪）
敷金・礼金 ５ケ月 ２００万円が必要！！

→ リノベーションによるシェアオフィス、ショップ
家賃 ３万円～５万円、敷金・礼金なし

◆ 定住人口・交流人口の増加
他の地区から新しい人を呼び込む
経済のソフト化、サービス化と親和性のある政策

◆ 民間主導の活動

リノベーションでもたらされる効果①

「プチ起業」という潜在ニーズの掘り起こし
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小さな起業から本格的な店を展開

５～６坪の店から
１７坪の本格的な店へ

夢の服飾のセレクト
ショップを開設

リノベーションでもたらされる効果②

55

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・　ポポラートがオープンして２年半が経ちますが、ここを巣立っていき、本格的な　　お店を展開していく事例も増えてきました。



新たな担い手の出現 ～他地区への展開～

ワカマツ
グラシ

秘密基地

タムタム
デザイン

北九州
家守舎

門司人
の会

カタログ
▲
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【施設概要】
約100坪の施設にコワーキングスペースと
シェアオフィス（9室）を併設。
8時から利用できるコワーキングスペースでは
出張族や個人事業主の仕事場として、会員登録もなく
2時間500円、一日1000円で利用できる。
18時以降は、様々な業種の人達が集い
イベントやまちづくりについて語り合う
地域の交流拠点となっている。

【コワーキングとは】
主に個人事業者等が、オープンな
ワークスペースを共用し
各自、自分自分の仕事をしながらも
自由にコミュニケーションを図ることで
情報や知見を共有し、協業パートナーを
見つけ、互いに貢献しあう
「ワーキング・コミュニティ」。
ここではコミュニティ作りのための
イベントが多数開催されている。

“集めて 混ぜて 繋げる 尖らせる” コワーキングスペース秘密基地

before

after



【入居企業】
・㈱タムタムデザイン（一級建築士事務所）
・岡崎デザイン（グラフィックデザイン）
・ヴィリオ（インテリアデザイン）
・ウルフォト（フォトグラファー）
・㈱ＶＩコンサルティング（起業コンサル）

【リンクドオフィス】
・シェアオフィスよりも強い繋がり
をもち、5社が協働と競争の意識
のもと、より良い仕事を目指す。

【目指す仕事】
デザインを通じ街のポテンシャルを
取り戻す。

異なる業種のプロがリンクする場所 ＬＩＮＫＥＤ ＯＦＦＩＣＥ “LIO”

before

after



【動き出した再活性化プロジェクト】
① 街カフェ オープン
② 九州女子大学と連携した再活性化事業
③ 若松木造家屋改修計画／りこやプロジェクト

・九州工業大学の女子学生が自分で部屋をリノベーションし入居

多世代交流・地域再活性化拠点 “カフェダンジョン” （若松区）

before

トークイベントハンドエステ

子育て講座after 再活性化作成会議



清滝再生プロジェクト “門司人の会”
＜門 司 港＞

路地裏ギャラリー“Mojiroji”

魅力的な町並みを壊すことなく次世代へ継承!!

若い世代を町に招き、
住民との新たな交流を生み出し、

町を蘇らせる。



公共空間（公共施設）
にて北九州市民の台所
「旦過市場」と連携し、
まちなかバーベキュー
イベントを開催
※北九州市主催
※今回は、実証実験と
して開催

◆参加者 211人
◆ほぼ全員が、継続を

希望 ⇒ 大好評！！

第8回リノベーションスクール＠北九州
での事業提案を具体化（公共施設）
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【①行政が可能性を示す】
平成27年8月21日(金)22日(土)

主 催：北九州市
参加者：延211名

【②官民連携で実施】
平成28年2月毎週金・土・日

主 催：旦過まちなかBBQ
実行委員会

参加者：延1,144名
＊12日間実施

【③民間主導で実施】
平成28年7月13日～8月31日予定

主催：旦過まちなかBBQ

実行委員会
後援：北九州市

継続され出した公共空間の活用
官から民へ
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リノベーションによるまちの変化とこれまでの成果

都心部の遊休不動産がリノベーションにより再生することで
起業家が集積し、新しい雇用が生まれる。
また、集積した起業家等によるスモールコミュニティが形成

され、それまでにはなかった人の流れが生まれる。
このように、リノベーションは建物の改修にとどまらず、地域

全体に波及効果を生むなど、様々な変化を連鎖的にもたらし、
都心部の再生と活力あるまちづくりを実現できる。

リノベーションによるまちの変化

★現在、リノベーションまちづくりの関連物件において

４４５人
の雇用創出！
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小倉中心市街地での歩行者数の推移

★商店街通行量（１日平均）が、
Ｈ22からＨ26で、約３割増加！！（3,000人）
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